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          小惑星「蕪
かぶ

栗
くり

」・「化女
け じ ょ

沼
ぬま

」の命名について 
 
 
静岡県の浦田

う ら た

武
たけし

さんと栃木県の伊野
い の

田
だ

繁
しげる

さん（故人）のお二人によって１９９１年に発見された２

つの小惑星が，宮城県大崎市のラムサール条約登録湿地にちなんで「(6270)Kabukuri（蕪栗）」・

「(6324)Kejonuma（化女沼）」と命名されました。 
 発見者に代わって東亜天文学会の中野

な か の

主
しゅ

一
いち

氏が行った命名申請の公募に対して，大崎生涯学習センタ

ーの遊佐徹がこの２つの命名を提案し，このほど国際天文学連合微小天体命名委員会で審議・認定され，

２０１０年５月２７日付けの小惑星回報ＭＰＣ７０４０６で公表されたものです。 
 
 写真：２０１０年５月３１日の小惑星「蕪栗」 

    
大崎生涯学習センターホームページからダウンロード可能 

           http://www.palette.furukawa.miyagi.jp/space/  
 



今回小惑星名の由来となった「蕪栗（沼および周辺水田）」と「化女沼」は，国際的に重要な渡り鳥

の生息地を保護する「ラムサール条約」に登録されており，大崎市の環境保全・環境教育などさまざま

な活動の拠点となっています。 
昨年１０月の小惑星「（Narukospa）鳴子温泉（＊１）」に続き，さらに２つの大崎の宝が宇宙に輝く

こととなりました。 
 
 この２つの小惑星は，浦田武さんと伊野田繁さんが栃木県の烏 山

からすやま

天文台で共同発見された天体です。 
小惑星「蕪栗」は１９９１年１月１８日，小惑星「化女沼」は１９９１年２月２３日に発見され，共

に火星と木星の間をめぐる軌道上を，それぞれ約３．６年，約４．１年の周期で公転しています。 

 
 小惑星「蕪栗」は１年４ヶ月ごとに地球に近づき観測条件がよくなります。今年５月初旬に地球に最

接近し，現在は地球から徐々に遠ざかりながら，宵の空のてんびん座の方向に１８等で観測できます(写
真）。次に観測条件がよくなるのは，２０１１年９月頃です。 
 一方，小惑星「化女沼」は１年３ヶ月ごとに地球に近づいて観測条件がよくなります。現在は，１８

等で明け方の低空にあって観測が困難ですが，２０１０年１１月下旬には，おうし座の方向に１５等台

まで明るくなります。この明るさは，小惑星としては比較的明るい光度です。ただし，肉眼で見える最

も暗い天体の４０００分の１以下の暗さです。いずれの小惑星も，通常の天体望遠鏡では眼視では見え

ませんが，口径２０ｃｍ程度以上の望遠鏡に天体用カメラを取り付けることにより観測可能な明るさに

なります。大崎生涯学習センターでは，屋上天文台に設置した３０ｃｍ 反射望遠鏡に冷却ＣＣＤカメ

ラを取り付け，一般を対象とした小惑星検出のワークショップをこの冬に開催する予定で，興味のある

方々の参加申し込みを募集中（＊２）です。 
 
 
 
 



小惑星は，太陽系に無数に存在する小天体です。１８０１ 年１月 1 日に発見された第１番小惑星ケ

レス以降，これまで約３０万個発見されています。小惑星は，十分な期間・精度の位置観測によって，

行方不明にならないと保障されるだけの正確な軌道計算ができるまでは正式な番号登録はされず，命名

が許されません。２０１０年５ 月２９ 日現在の番号登録された小惑星は２４１，５６２個（＊３）。

そのうち，１万６千個ほどの小惑星に命名されており，日本に関係する名前が付けられた小惑星は１６

００あまり。宮城県に関するものは，「（３１３３）仙台」をはじめ，「（３９９４）愛子」や「（４２９

２）青葉」「（５７５１）蔵王」「（６８５９）伊達政宗」「（１４０３２）愛姫」など３０ 個程あります

（＊参考資料２）。 
 
 浦田武さんは，１９７８年に日本のアマチュア天文家として初の小惑星発見となる「(2090)瑞穂

み ず ほ

」を

発見。以降，静岡県の日本平天文台などで 600 あまりの小惑星を発見する日本屈指の小惑星ハンターで

す。また，1986 年には，浦田・新島
にいじま

彗星 (112P/Urata-Niijima)を発見しています。 
 共同発見者の伊野田繁さんは，栃木県那須塩原市の眼科医をされたアマチュア天文家で，烏山天文台

で多数の小惑星を発見しました。大変残念なことに，2008 年に故人となられています。 
 
 この小惑星の命名にあたっては，発見者の浦田さんと親交が深い兵庫県洲本市の天文計算家・中野主

しゅ

一
いち

さんが浦田さんから命名権を譲り受け，東亜天文学会会員に対して命名申請を公募していました。こ

の呼びかけに対し，大崎生涯学習センターの遊佐が「蕪栗」「化女沼」の命名を提案し，今回認定され

たものです。 
 
 今回の命名にあたっては，浦田様，中野様，そして天国の伊野田先生の 3 氏に，心より感謝申しあげ

ます。 
また，命名申請文作成の際には，NPO 法人蕪栗ぬまっこくらぶ副理事長戸島潤さん，大崎市古川在

住ジェームズ・オズミンスキーさんのご協力をいただきました。 
 
 
＊１ http://www.palette.furukawa.miyagi.jp/space/9107narukospa/9107_Narukospa_press.pdf  
＊２ http://www.palette.furukawa.miyagi.jp/space/observation_seminer2010.htm  
＊３ http://www.minorplanetcenter.org/iau/lists/NumberedMPs.html 
 
 

文責・問い合わせ：大崎生涯学習センター 振興係長 遊佐 徹 
〒989－6136 宮城県大崎市古川穂波三丁目４－２０ 
電話 0229－91－8611 FAX0229－91－8264 
E-mail palette07@palette.furukawa.miyagi.jp 

 
 
 
 



＜参考資料＞ 
 
１ 小惑星の命名文  

http://www.minorplanetcenter.org/iau/ECS/MPCArchive/MPCArchive_TBL.html 
http://www.minorplanetcenter.org/iau/lists/NumberedMPs.html 
 

 

（和文） 
（６２７０）Ｋａｂｕｋｕｒｉ ＝ １９９１ ＢＤ 
１９９１年１月１８日，烏山にて伊野田繁氏と浦田武氏によって発見されました。 

  蕪栗沼は，日本の東北地方，宮城県に位置する沼です。この沼は生物多様性に富むと共に，毎年５万羽

以上のマガンがここで越冬します。この沼は，２００５年にラムサール条約登録湿地として指定されまし

た。遊佐徹によって命名提案されました。 
  http://scully.cfa.harvard.edu/~cgi/ShowCitation.COM?num=006270 
  （６３２４）Ｋｅｊｏｎｕｍａ ＝ １９９１ ＤＮ１ 

１９９１年２月２３日，烏山にて伊野田繁氏と浦田武氏によって発見されました。 
  宮城県の化女沼は，この沼は渡り鳥の一大越冬地となっています。日本で絶滅危惧種となっている２０

００羽以上のヒシクイが，毎年ここで冬を越します。この沼は，２００８年にラムサール条約登録湿地と

して指定されました。遊佐徹によって命名提案されました。 
 http://scully.cfa.harvard.edu/~cgi/ShowCitation.COM?num=006324 

 
 



２ 小惑星のデータ 
(6270) Kabukuri. 
軌道長半径 2.4AU（１天文単位 AU＝約 1 億 5000 万 km）のほぼ円形の軌道を，公転周期 P=3.62 年で

太陽の周りを回り，地球とは会合周期 1.38 年で，最短 1.1AU まで近づく。もっとも明るいときで 15.9
等(1991 年～2030 年の間の計算値)。 
標準光度 H=13.5。反射能（アルベド）を一般的な小惑星と同じ（0.25～0.05）と仮定すると，直径は

５ｋｍ～１２ｋｍと推定される。 
(6324) Kejonuma  
軌道長半径 2.6AU のやや歪んだ楕円軌道を，公転周期 P=4.14 で太陽の周りを回り，地球に会合周期

1.31 年で，最短 1.2AU まで近づく。 
もっとも明るいときで 15.9 等(予報値）。もっとも明るいときで 15.9 等(1991 年～2030 年の間の計算値)。 
標準光度 H=12.8。反射能（アルベド）を一般的な小惑星と同じ（0.25～0.05）と仮定すると，直径は

７ｋｍ～１７ｋｍと推定される。 
 
３ 宮城県に関係の深い小惑星の例 
１９９９ Ｈｉｒａｙａｍａ 平山：仙台出身の天文学者平山清次博士。コホーテク氏発見。 

３１３３ Ｓｅｎｄａｉ 仙台：仙台市。仙台市天文台を称えて中野主一氏が命名。コプフ氏発見。 

３９９４ Ａｙａｓｈｉ 愛子：仙台市天文台愛子観測所所在地。同天文台小石川正弘氏発見。 

４２９２ Ａｏｂａ 青葉：仙台市青葉区。小石川氏発見。 

４４０７ Ｔａｉｈａｋｕ 太白：仙台市太白区。小石川氏発見。 

４５３５ Ｍｉｙａｇｉｎｏ 宮城野：仙台市宮城野区。小石川氏発見。 

５１２８ Ｗａｋａｂａｙａｓｈｉ 若林：仙台市若林区。小石川氏発見。 

５７５１ Ｚａｏ 蔵王：蔵王山。アモール型特異小惑星。小石川氏発見。 

６０９８ Mutojunkyu 武藤順九: 仙台市出身の彫刻家・画家。松山正則氏と渡辺和郎氏発見。 
６０８９ Ｉｚｕｍｉ 泉：仙台市泉区。小石川氏発見。 

６０９７ Ｋｏｉｓｈｉｋａｗａ 小石川：惑星・彗星小惑星観測者小石川正弘氏。円館金氏・渡辺和郎氏発見。 

６１０４ Ｔａｋａｏ 尚生：東北大学の名誉教授齋藤尚生氏。円館氏・渡辺氏発見。 

６２４６ Komurotoru 小室達：宮城県柴田町出身の彫刻家（伊達政宗騎馬像など）。藤井哲也氏・渡辺和郎氏発見。 

６２７０ Kabukuri 蕪栗沼：大崎市田尻にあるラムサール条約登録湿地。浦田武氏・伊野田繁氏発見 

６３２４ Kejonuma 化女沼：大崎市古川にあるラムサール条約登録湿地。浦田武氏・伊野田繁氏発見 

６５７０ Ｔｏｍｏｈｉｒｏ 智啓：仙台天文同好会員で国立天文台の天文学者平山智啓氏。円館氏・渡辺氏発見 

６７７８ Ｔｏｓａｍａｋｏｔｏ 土佐誠：銀河物理学の天文学者。現仙台市天文台台長。高橋篤志氏・渡辺氏発見 

６８５９ Ｄａｔｅｍａｓａｍｕｎｅ 伊達政宗：仙台藩を築いた武将。小石川氏発見。 

７１３３ ｋａｓａｈａｒａ 笠原 東北大学歯学部教授，仙台天文同好会員笠原紳氏。円館氏・渡辺氏発見 

７３０５ Ｏｓｓａｋａｊｕｓｔｏ 小坂由須人：天文普及に尽力した仙台市天文台名誉台長。円館氏・渡辺氏発見 

７３５３ Ｋａｚｕｙａ 和哉：東北大学教授吉田和哉氏。平沢正規氏・鈴木正平氏発見。 

７６６６ Ｋｅｙａｋｉ 欅：仙台市木。仙台市天文台（当時）黒須潔氏発見。 

８３９７ Ｃｈｉａｋｉｔａｎａｋａ 田中千秋：仙台市在住アマチュア天文家。大友哲氏発見。 

９１０７ Ｎａｒｕｋｏｓｐａ 鳴子温泉：大崎市鳴子温泉。小林隆男氏発見。 

９１０８ Ｔｏｒｕｙｕｓａ 遊佐徹：大崎生涯学習センター職員。小林隆男氏発見。 

１０５００ Ｎｉｓｈｉｋｏｅｎ 西公園：仙台市天文台の元所在地。小石川氏発見。 

１１１２７ Ｈａｇｉ 萩：仙台市花。黒須潔氏発見。 

１１５１４ Ｔｓｕｎｅｎａｇａ 常長：仙台藩の武将支倉常長。小石川氏発見。 

１４０３２ Ｍｅｇｏ 愛姫：伊達政宗の妻。小石川氏発見。 

３１６７１ Ｍａｓａｔｏｓｈｉ 雅俊：石巻市出身の俳優歌手中村雅俊。中村彰正氏発見。__ 

 


